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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望と愛です。その中で一番すぐれているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛です。　Ｉコリント１３：１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　　　　　復活と昇天　　ルカ ２４：５０－５３
　　　　　　　　　主は甦へり給へり！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　主は実に甦へり給へり！　
上記の表現はルカ24:34の御言葉に基づいて、生前の葛原千秋牧師が毎年イースター礼拝の終わりのとき、右手を挙げて「主は甦へり給へり！」と力強く会衆をリードし、会衆が右手を挙げて応じ「主は実に甦へり給へり！」と力強く唱和したときの表現でした。葛原牧師は「復活の生けるイエス・キリストを本気で信じて従うなら、その人にすばらしい人生改革が起きます！」とよくおっしゃいました。この度の日英両語部のイースター礼拝の終わりのとき、司会者が葛原牧師がしていたことを再現しましょうといって  “The Lord is risen!” と会衆をリードし、会衆が応じて “The Lord is risen indeed!”と唱和しました。ここにおいても、復活を覚えたことでした。
ある方が「クリスチャンでありながら、猫のようにニャー、ニャーいう人がいる。」といいました。今日は日曜日なので、教会へ行かニャーならん、奉仕もせニャーならん、という義務感だけなら、勝利も喜びも味わうことができません。クリスチャンになったがゆえにこの世的の出来事の中で、霊的な戦いで悩むことが多くありますが、それは成長していくための一過程であることをなかなかそう思えないことがあります。
イエス・キリストが捕らえられ、十字架につけられて殺されたとき、弟子たちはみな逃げ、途方にくれ、恐怖におののいていました。彼らの心境は、想像を絶するものであります。ところがイエス・キリストの復活と昇天は、弟子たちにとって画期的な霊的大転換の出来事になりました。イエス・キリストに直接指導を受けた直弟子たちばかりでなく、この出来事を本気で信じて従うなら、人生の大改革が起こされます。ルカの御言葉から、次の３つの事柄に焦点を当ててみましょう。
１．肉の体から栄光への体
　神の子キリストは永遠の昔から存在し、父なる神の栄光を一身に受けていたところから、人間の肉体をとって、滅び行く人類を救うためにこの地上に降って来られました。イエス・キリストは弟子たちを訓練し、言葉と業において権威をもって実行されました（ルカ4:32, 36）。しかし、イエス・キリストは神であられたが、この地上におられたときは自らを低くして僕のかたちをとり、十字架の死にいたるまで父なる神の御心に従順であられました（ピリピ2:6-8）。人間の血肉をもったイエス・キリストは、十字架の死によって、霊なる神と罪あるある人間との隔たりに救いの橋渡しをされました。復活されたイエス・キリストは、弟子たちや大勢の人たちに現われて、復活が作り話でないことをはっきりと証明なさいました。復活と昇天は、血肉をもったお方から永遠の栄光の体へのステップとなりました。
２．生ける三位一体の神の働き
　イエス・キリストは「わたしが去って行くことは、あなたがたにとって益なのです。・・・」（ヨハネ16:7）と弟子たちにおっしゃいました。弟子たちにとっては、復活のイエス・キリストがそのままそばにいてくださることを望んだことでしょうが、昇天は父と子と聖霊の三位一体の神が天と地をつないで福音の働きのために必要なことでした。イエス・キリストは復活された後４０日間この地上におられ、父なる 神が約束された聖霊を送ることをおっしゃり、全世界に出ていって福音を伝え、あらゆる国民を弟子とし、父と子と聖霊との名によってバプテスマを施し、命じておいた一切の教えを守るように教えなさい、噛んでくくめるように至れり尽くせりに言い聞かせました。旧約の時代と新約の時代にも同じ聖霊が働いていますが、旧約の時代では聖霊は特定の場所と特定の人に共に働きましたが、新約の時代では共にだけでなく、信じる人の魂の中に住んで働かれます。聖霊が働くことによって、罪が示され、救い主が示され、滅んでいく魂が示され、救われて命の道を歩むガイドを与えてくださいます。
３．永遠の御国への展望　

　イエス・キリストの昇天は、直弟子たちや私たちに地上のことばかりでなく、主の御前において再会できるという確信をもって、天の御国へと思いを馳せるようにしてくださいました。地上でなすことは天の御国において記録され、苦難が多い人生でも希望を持ち喜び勇んで主の栄光をあらわしつつ、歩む力を与えられます。
イエス・キリストの救いを通して、かくまで神の愛が私たちに及んでいることを示して、その栄光と恵みのゆえに絶えず神に讃美をささげることができるようにしてくださいました。復活の生ける主イエス・キリストが働いている証拠です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫牧師＞
